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令和６年度 第２回 上田市公共交通活性化協議会（書面協議）の協議結果について（通知） 

 

 

平素は、当協議会の運営に格別なる御理解、御協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、上田市公共交通活性化協議会（書面協議）の表決につきまして、御回答いただきありが

とうございました。 

協議結果がまとまりましたので、以下のとおり御報告いたします。 

今後とも、上田市公共交通活性化協議会の運営にご配慮くださいますようお願いいたします。 

 

 

記 

 

１ 書面協議結果について 

協 議 事 項 賛 成 反 対 棄 権 結 果 

菅平高原急行線運行に係る運行系統の新設について 24 １ 

 

 

 

 

承 認 

※書面協議開催日：令和６年１２月６日 

 

 

２ 書面協議にあたり、委員の皆様からいただきました御意見について 

 

御意見：急行線の新設により、上田駅と菅平高原を結ぶ菅平高原線（地域間幹線系統）の利

用者の減少が考えられるため、両路線の利用状況を把握した上で、運行便数・ダイ

ヤ・運行区間等の最適化を検討することが必要と考えています。 

回答 ：菅平高原線については、近年、冬季の週末などにおいてオーバーツーリズムが発生して

いるため、速やかにオーバーツーリズムに対処するとともに、最適な運行形態を実現す

るための実証運行という意味も含めて、今回の運行を行うものです。運行の結果を検証

し、運行便数・ダイヤ・運行区間等の最適化を検討したいと考えています。 

    

御意見：上田駅における掲示物の設置のほか、乗換案内サービスへの対応や各種広報媒体の

活用等により、利用客への周知に努めてください。 

回答 ：運行者である上田バス、上田市のホームページや、駅・車内への掲示物を活用した情報

発信を行います。特に、乗降箇所が温泉口となることから、新幹線からの乗継客が困惑

しないように JR東日本上田駅様と協議のうえ、効果的な掲示等に努めるとともに、運行

開始時等においては、上田バスにおいて駅周辺に誘導員を配置する等も検討してまいり

ます。 

 



 

 

３ 委員報酬 

   委員報酬については、前回実施分の令和６年度 第１回協議会（書面協議）開催分と併せて 

お支払いいたします。 
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